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エリザベス・テイラー
Elizabeth Taylor

生年月日 1932/02/27

出身地 イギリス／ロンドン

没年 2011/03/23

関連人物

エディ・フィッシャー (元夫)
マイケル・トッド[製作] (元夫)
マイケル・ワイルディング (元夫)
リチャード・バートン (元夫)

【バイオグラフィ】
■本名はElizabeth Rosemond Taylor。美術商をしていた父の関係で３９年に渡米し、ビバリーヒルズ
に住む。女優志望だった母に夢を託され、ご近所のツテを頼って４２年にユニヴァーサル作
品“There's One Born Every Minute”の端役で映画デビュー。翌年ＭＧＭと契約し、スタジオ内の学
校に通いながら「家路」に出演。以降「緑園の天使」、「若草物語」、「陽のあたる場所」、「ジャイ
アンツ」等々、幼い頃から醸し出していた大人の雰囲気で映画ファンを魅了し、“リズ”の愛称で親し
まれた。５０年代後半からは名実共に円熟味を増し、「愛情の花咲く樹」、「熱いトタン屋根の猫」、
「去年の夏突然に」と３年連続でアカデミー賞にノミネートされ、６０年には「バタフィールド８」で
主演賞を受賞。６３年には「クレオパトラ」に出演。撮影中に大病を患ったりしたが、６６年には「バー
ジニア・ウルフなんかこわくない」で２度目のアカデミー賞を受賞。７０年以降はさすがに年と共に人
気にも陰りが見え始めるが、８０年代からはブロードウェイへ進出。そこでも成功を収めて舞台女優と
して活躍し、ＴＶにも積極的に出演。８７年にレジョン・ドヌール勲章を受けるほか、香水“パッショ
ン”、“ホワイト・ダイヤモンズ”を売り出すなどした。８４年からはエイズ撲滅運動に目を向け、翌
年研究財団ＡｍＦＡＲを設立。９１年にはエリザベス・テイラー・エイズ財団も設立し、その功績を称
えて９３年にアカデミーのジーン・ハーシ賞を受賞した。さて、エリザベス・テイラーといえば結婚遍
歴が付き物。１５歳の頃から共演者や大富豪の息子たちとの噂は絶えることなかったが、最初の結婚は
１８歳の時の５０年、ホテル王の息子、コンラッド・ヒルトン・ジュニアと。しかし１年と経たずに離
婚。５２年に撮影先で知り合ったマイケル・ワイルディングと結ばれ二人の息子が生れるが、プロデユー
サーのマイケル・トッドと恋に落ちて５７年に離婚。その３日後にトッドと結婚するが彼が飛行機事故
で５８年に死亡。落ちこんでいた彼女を（当時デビー・レイノルズと結婚していた）歌手のエディ・
フィッシャーが励まし、不倫関係に発展。５９年に世の非難の中結婚した。その後「クレオパトラ」で
共演したリチャード・バートンといい仲になり、こちらも大スキャンダルとなったが（当時のバートン
はもちろん妻子持ち）６４年、リズ離婚後の９日目に再婚。リチャード・バートンとは以降多数の作品
に共演するが、７４年、彼のアルコール中毒がもとで離婚。翌年よりを戻して再婚するがわずか１０ヶ
月ではたまた破局。７６年に上院議員、ジョン・ワーナー、９１年にはラリー・フォーテンスキーと再
婚したがいずれも離婚し、結婚回数はバートンとの二度の結婚を含めて８回となった。１１年、うっ血
性心不全のため死去。７９年の人生だった。

【フィルモグラフィ】

トゥルーへの手紙 (2004) 出演

エリザベス・テイラー　ハリウッドの宝石箱 (2003) 出演

だって女優ですもの！ (2001) 出演

ジェームス・ディーン　オフィシャル・バイオグラフィ (1996) 出演

フリントストーン／モダン石器時代 (1994) 出演

エリザベス・テイラー／七年目の愛情 (1989) 出演

トスカニーニ (1988) 出演
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アクトレス／ある女優の栄光と挫折 (1986) 出演

南北戦争物語　愛と自由への大地 (1985) 出演

大統領の堕ちた日 (1983) 出演

ロンリー・ウーマン (1983) 出演

ジェノサイド　ナチスの虐殺　ホロコーストの真実 (1981) ナレーション

クリスタル殺人事件 (1980) 出演 :マリーナ・グレッグ

リターン・エンゲージメント／愛の旅路 (1978) 出演

リトル・ナイト・ミュージック (1977) 出演

エンテベの勝利 (1976) 出演 :エドラ・ヴィルノフスキー

青い鳥 (1976) 出演 :母親／光の精

ザッツ・エンタテインメント (1974) 出演

サイコティック (1974) 出演

別離 (1973) 出演 :バーバラ・ソーヤー

夜をみつめて (1973) 出演

離婚・男の場合　離婚・女の場合 (1973) 出演

ある愛のすべて (1972) 出演

この愛にすべてを (1970) 出演

夕なぎ (1968) 出演 :フローラ・ゴーフォース

秘密の儀式 (1968) 出演

ファウスト悪のたのしみ (1967) 出演 :ヘレン

禁じられた情事の森 (1967) 出演

危険な旅路 (1967) 出演

じゃじゃ馬ならし (1967) 出演

バージニア・ウルフなんかこわくない (1966) 出演 :マーサ

いそしぎ (1965) 出演 :ローラ・レイノルズ

妖艶美女大全集／銀幕の女神たち (1965) 出演

クレオパトラ (1963) 出演 :クレオパトラ

予期せぬ出来事 (1963) 出演 :フランシス・アンドロス

スペインの休日 (1960) カメオ出演

バタフィールド８ (1960) 出演

去年の夏 突然に (1959) 出演 :キャサリン・ホリー

熱いトタン屋根の猫 (1958) 出演

愛情の花咲く樹 (1957) 出演

ジャイアンツ (1956) 出演 :レズリー・ベネディクト

雨の朝巴里に死す (1954) 出演 :ヘレン・エルスワース

巨象の道 (1954) 出演 :ルース・ワイリー

ラプソディー (1954) 出演 :ルイーズ・デュラント

騎士ブランメル (1954) 出演

黒騎士 (1952) 出演

クォ・ヴァディス (1951) 出演

可愛い配当 (1951) 出演 :ケイ・ダンスタン

陽のあたる場所 (1951) 出演 :アンジェラ・ヴィッカーズ

花嫁の父 (1950) 出演
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若草物語 (1949) 出演 :エイミー （エイミー・マーチ
／四女）

スイングの少女 (1948) 出演

奥様武勇伝 (1948) 出演

ライフ・ウィズ・ファーザー (1947) 出演

名犬ラッシー (1946) 出演

緑園の天使 (1945) 出演 :ヴェルヴェット・ブラウン

ドーヴァーの白い崖 (1944) 出演

家路 (1943) 出演 :プリシラ

ジェーン・エア (1943) 出演 :ヘレン


